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栽培特性が優れ良質の暖地・温暖地向き酒米新品種「吟のさと」の育成
　　　　　　　Ⅰ．緒　　言
北部九州地域は伝統的に清酒の生産が盛んな地域
であり，福岡県内には 70 社近い酒造業者が立地して
おり，地産地消の取り組みとして地場産の原料米に対
する需要が根強い。また，清酒の生産が酒類消費の
多様化等の要因により減少する中でも，特定名称酒，
とりわけ純米酒や純米吟醸酒の出荷量は堅調に推移
している。これら特定名称酒の原料として，大粒で心
白発現の良好ないわゆる「酒造好適米」に対しても安
定した需要がある。九州における酒造好適米としては，
福岡県糸島地域を中心として代表的な酒米品種である
「山田錦」1）が生産されているが，極長稈で倒伏しやす
い「山田錦」は低収になりやすく，平坦肥沃地での安
定栽培が難しい。一方，従来，北部九州で主食用米
として生産されていた「レイホウ」2）「ニシホマレ」4）は栽
培特性や収量性には優れ，低コストの原料米としての
需要は根強いものの，高度精米が求められる吟醸酒
等の麹米用としては適さず，その用途は主に掛け米に
限定されていた。このような状況から，これらの品種
にかわる，暖地向けの栽培特性が優れ，吟醸酒等の
原料として使用できる醸造適性を備えた酒米品種が求
められてきた。
九州沖縄農業研究センターで育成した「吟のさと」
は，短稈で耐倒伏性の優れる酒米系統「西海 222 号」
に「山田錦」の酒造適性を導入した酒米用品種である。
2007 年に品種登録され福岡県を中心に作付けを拡大
してきた。2012 年現在，福岡県，熊本県で産地品種
銘柄に設定されている。さらに，温暖地においても栽
培しやすく良質の酒米品種として各地の酒蔵が中心と
なって作付けが拡大しているため，さらなる普及面積
の拡大が見込まれている。本稿では 「吟のさと」の来
歴，育成経過，特性の概要等について報告する。
本品種の育成は，農林水産省プロジェクト研究「低
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「吟のさと」は，「山田錦」を母とし，「西海 222 号」を父とした交配組合せから育成され，2007 年に品種
登録出願され，2009 年に水稲農林 433 号として農林認定品種に認定された。「吟のさと」は，育成地にお
ける出穂期，成熟期が「山田錦」並か 1 日程度遅く，暖地では“晩生の早”に属する。「山田錦」と比較して，
稈長は 25cm 程度短く，穂長は 1cm 程度長く，穂数は少ない。草型は“偏穂重型”である。耐倒伏性は「山
田錦」より明らかに強く，「レイホウ」より強い“強”である。脱粒性は「レイホウ」並の“中”である。葉い
もち圃場抵抗性，穂いもち圃場抵抗性ともに「山田錦」並の“やや弱”である。白葉枯病抵抗性は“やや弱”，
縞葉枯病には“罹病性”である。収量性は「山田錦」より7％程度多収である。心白発現率は「山田錦」よ
り高く，外観品質は良好である。白米の吸水性は，「山田錦」並かやや低く，消化性は「山田錦」並である。
試作酒の日本酒度は「山田錦」よりやや高く，純アルコール数量は「山田錦」並である。九州北部を中心と
した暖地および温暖地の平坦地および準平坦地に適する。
キーワード：水稲，酒米，品種，晩生，吟のさと。
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コストで質の良い加工・業務用農産物の安定供給技術」
の予算で実施されたものである。奨励品種決定基本
調査，特性検定試験および系統適応性試験にあたっ
ては，各府県の担当者の方々にご協力をいただいた。
現地試験および醸造試験では，株式会社喜多屋，千
代の園酒造株式会社をはじめとする酒造会社および福
岡県工業技術センターをはじめとする関係研究機関の
方々にご協力いただいた。九州沖縄農業研究センター
業務第 2 科の技術専門職員，稲育種研究室（現：稲
育種グループ）の重点支援協力員の富松高治氏，山
口末次氏ならびに非常勤職員各位には，本品種育成
のために圃場管理，調査等で尽力していただいた。こ
こに心から厚く御礼申し上げる。
Ⅱ .　来歴および育成経過　
１．来歴
「吟のさと」は， 「山田錦」を母とし， 「西海 222 号」
を父とする人工交配によって育成された（第 1 図）。
母本の「山田錦」は，大粒で心白発現率が高く酒造
適性に優れる酒米品種として温暖地を中心に広く普
及し，2010 年の検査数量は 19,418 トンで酒米とし
ては第 1 位である。母本の「西海 222 号」は「山田錦」
を母とする酒米系統で，短稈で耐倒伏性が強く多収
であったが，酒造適性について十分な評価が得られ
ず品種として普及するには至らなかった。この交配
組み合わせの目標は，酒造適性の優れる酒米品種「山
田錦」に，「西海 222 号」の優れた栽培特性を導入
して，暖地向きの耐倒伏性が強く安定多収で酒造適
性の優れた酒米品種を育成することにあった。
２．育成経過
「吟のさと」の育成経過を第 1 表に示す。1996 年
8 月九州農業試験場水田利用部耐性育種法研究室
（現 九州沖縄農業研究センター水田作・園芸研究領
域稲育種グループ）において人工交配を行い 5 粒
の種子を得た。1997 年に F１を圃場で養成し，1998
年に F２120 個体を九州農業試験場内圃場に展開し，
以後，系統育種法により選抜固定を図ってきた。選
抜にあたっては，農業形質のみならず玄米の外観の
選抜を繰り返し行い，短稈で耐倒伏性に優れるとと
もに玄米の心白発現が良好で，その形状が山田錦に
類似した系統を選抜するよう配慮した。2002 年 F6
より「泉 1036」の名で生産力検定試験，特性検定
試験，系統適応性試験に供試した。2004年F８より「西
海酒 255 号」の系統名を付し，関係県に配付して地
方適応性を検討するとともに，福岡県，熊本県の酒
造会社の協力のもと実需評価を行ってきた。その結
果，短稈で耐倒伏性に優れるとともに，主食用品種
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：
並の収量性と酒造特性を合わせ持つ点が評価され，
2007 年に「吟のさと」の名称で品種登録出願を行っ
た。2009 年に「水稲農林 433 号」として農林認定
品種に認定された。
Ⅲ．特　　性　
１．形態的および生態的特性
育成地における特性観察調査の結果を第 2 表に
示す。移植時の苗丈は「山田錦」並の“中”で，葉
色は「山田錦」並の“中”である。稈の細太は“中”
で，稈の剛柔は“中”である。穎色は“黄白”，ふ
先色は“白”で，芒は無い。粒着密度は“中”，脱
粒性は“中”である。
育成地での移植栽培における「吟のさと」の生
育調査成績を第 3 表に示す。稈長は「山田錦」より
25cm 程度短く「レイホウ」よりやや短い短稈で，
穂長は「山田錦」より 1cm 程度長く，穂数は「山田錦」
よりやや少ない（写真 1）。 草型は“偏穂重型”で
ある。止葉は直立し，草姿・熟色は良好である（写
真 2）。耐倒伏性は“強”で，倒伏は「山田錦」よ
り明らかに少なく「レイホウ」並かやや少ない。 「吟
のさと」の出穂期は「山田錦」並か 1 日程度遅いが，
「レイホウ」よりも 2 日程度早く， 成熟期は「山田錦」
並で「レイホウ」より 4 日程度早く，暖地では“晩
生の早”に属する。
： 。
九州沖縄農業研究センター報告　第60号 （2013） 16
：
。
。
写真１　 「吟のさと」の草姿
（左：山田錦，中：吟のさと，右：レイホウ）
写真２　 圃場における「吟のさと」の草姿
（左：吟のさと，右：山田錦）
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２．収量性
「吟のさと」の移植栽培における収量調査成績を
第 4 表に示す。地上部全重は「山田錦」「レイホウ」
よりやや軽い。精玄米重は標肥区，多肥区のいずれ
においても「山田錦」よりやや多収で「レイホウ」
並である。収穫指数は，「山田錦」「レイホウ」より
も高い。
： 。 。
３．品質および酒造特性
「吟のさと」の玄米の粒形調査成績を第 5 表に示
す。粒形は“中”，粒大は“大”で「山田錦」と同
程度である。「吟のさと」の玄米の粒厚調査成績を
第 6 表に示す。粒厚の最頻値は「山田錦」と同じ 2.0
～ 2.1mm であるが，粒厚の分布は「山田錦」の方
が厚い階級の比率がやや大きく，粒厚は「山田錦」
と同程度かやや薄く「レイホウ」より厚い。「吟の
さと」の玄米の外観品質調査成績を第 7 表に示す。
「山田錦」と比較して，玄米千粒重は同程度で，心
白がやや多く，色沢および光沢は同程度で，酒米と
しての外観品質は「山田錦」並かやや優れる（写真
3）。「吟のさと」の心白発現率調査成績を第 8 表に
示す。心白発現率は約 72％で「山田錦」よりも安
定して高い。米粒の断面で見た「吟のさと」の心白
の形状は，「山田錦」と同様に線状である（写真 3）。
「吟のさと」の搗精試験成績を第 9 表に示す。12 分
搗精および 24 分搗精における真精米歩合は，いず
れも「山田錦」よりもやや大きく，搗精に要する時
間は「山田錦」よりやや長い。搗精時の砕米率は，
「山田錦」よりやや高く「レイホウ」より明らかに
低い。「吟のさと」の白米タンパク質含有率を第 10
表に示す。90%搗精時の白米タンパク質含有率は「山
田錦」並かやや高い。福岡県工業技術センター生物
食品研究所における酒米成分分析成績を第 11 表に
示す。吸水性は「山田錦」並かやや低く，消化性は「山
田錦」並である。千代の園酒造株式会社および株式
会社喜多屋における醸造試験成績を第 12 表に示す。
「山田錦」と比較して，日本酒度およびアミノ酸度
はやや高く，酸度は同程度かやや高い。純アルコー
ル数量は「山田錦」「夢一献」よりやや多い。千代
の園酒造株式会社の試験醸造酒の官能評価試験成績
を第 13 表に示す。官能評価の各項目について「山
田錦」の評点との有意差は無く，総合評価は「山田
錦」並である。
４．病害抵抗性および障害抵抗性
「吟のさと」のいもち病真性抵抗性遺伝子型の検
定結果を第 14 表に示す。接種菌株に対する反応か
ら，いもち病真性抵抗性遺伝子型は“+”と推定さ
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れる。「吟のさと」の育成地および特性検定試験地
における葉いもち圃場抵抗性検定試験成績を第 15
表に，穂いもち圃場抵抗性検定試験成績を第 16 表
に示す。葉いもちの発生は「山田錦」と同程度かや
や多く「ヒノヒカリ」よりやや多く，葉いもち圃場
抵抗性は“やや弱”である。穂いもちの発生は「山
田錦」「ヒノヒカリ」と同程度で，穂いもち圃場抵
抗性は“やや弱”である。「吟のさと」の宮崎県総
合農業試験場における白葉枯病抵抗性の検定結果
を第 17 表に示す。白葉枯病抵抗性は「山田錦」「ヒ
ノヒカリ」並の“やや弱”である。「吟のさと」は
岐阜県農業技術研究所における縞葉枯病抵抗性の
： 。
。
。
。 。
　：
写真３　 「吟のさと」の玄米（上）および玄米断面（下）
（左：山田錦，中：吟のさと，右：ヒノヒカリ）
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検定の結果，縞葉枯病の発病が見られることから縞
葉枯病には“罹病性”である（データ省略）。
「吟のさと」の育成地における穂発芽性の検定結
果を第 18 表に示す。穂発芽程度は「ヒノヒカリ」
より大きく「山田錦」より小さく「ニシホマレ」と
同程度で，穂発芽性は“中”である。
５．配付先における試験成績
１）奨励品種決定基本調査における成績
「吟のさと」の配付先における概評一覧を第 19
表に示す。「吟のさと」は，2004 年から 2006 年に
かけて近畿，中国，四国，九州の 5 県 5 場所で奨励
品種決定基本調査に供試され，さらに，品種登録出
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願後の 2007 年から 2011 年まで佐賀県，山梨県で奨
励品種決定調査に供試された。「吟のさと」の配付
先で有利または不利とされた形質を第 2 図に示す。
有利と評価されることの多かった形質は倒伏，品質，
：
。
。
。
： 。
。
。
：
。
。
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心白であった。収量は，有利，不利の評価が拮抗し
ていた。これらの奨励品種決定基本調査成績のうち，
「山田錦」を対照または比較品種にした試験地の成
績を第 20 表に示した。「吟のさと」は山田錦に比べ，
稈長は 19 ～ 25cm 短稈であり，精玄米重は 6 試験
地のうち 5 試験地で「山田錦」を上回り，玄米千粒
重はほぼ同等かやや重い。また，倒伏はほとんど発
生せず耐倒伏性は「山田錦」より明らかに優ってい
た。これらの結果は育成地での評価と一致するもの
であった。
兵庫県立農林水産総合技術センター酒米試験地
の玄米品質調査の結果を第 21 表に示す。
「吟のさと」は，「山田錦」よりも心白発現率が
高く，検査等級も優れていると評価された。なお，
上記奨励品種決定調査試験地のうち，山梨県では
2012 年現在も奨励品種採用を視野に入れた試験が
継続中であり，これまでの試験で栽培特性，収量性，
酒造適性ともに良好で，酒米としての品質は「山田
錦」と同等以上であると評価しており，吟醸酒用の
原料米として十分な適性を有することが報告されて
いる5）。
２）現地試験
普及見込み地帯である福岡県八女市本町および
八女市黒木町における「吟のさと」の現地試験成績
を第 22 表に示す。黒木町における出穂期は「ヒノ
ヒカリ」より 3 日遅く，稈長は「ヒノヒカリ」より
4cm 短く，穂長は長く，穂数は少ない。倒伏は「ヒ
ノヒカリ」より少なく，収量は「ヒノヒカリ」より
梶ら ：  水稲 「吟のさと」 の育成 23
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：
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。
多収である。千粒重は，「ヒノヒカリ」より 6g 重く，
タンパク質含有率はやや低い。心白発現率は，八女
市本町，八女市黒木町のいずれにおいても 60％以
上で良好であった。八女市産「吟のさと」の九州豊
和株式会社における搗精試験成績を第 23 表に示す。
糸島市産「山田錦」および久留米市産「夢一献」と
比較して，55% 搗精時の無効精米歩合は同程度で，
砕米率はやや高い。
６．栽培適地および栽培上の留意点
　上述した品種特性から，「吟のさと」は暖地およ
び温暖地の平坦地および準平坦地に適すると考えら
れる。栽培上の留意点は以下のとおりである。
１）いもち病抵抗性は強くないので，適期防除を行う。
。
。 。
：
。 。：
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２）白葉枯病抵抗性はやや弱であるため，常発地
での栽培は避ける。
３）縞葉枯病に罹病性であるため，常発地帯での
作付けは避ける。
４）耐倒伏性は強いが，多肥栽培は酒米としての
品質を低下させるので避ける。
Ⅳ． 命名の由来　
「吟のさと」は，地域に根ざした吟醸酒用酒米に
なることを願って命名した。
Ⅴ．育成従事者　
　「吟のさと」の育成従事者は第 24 表に示すとおり
である。
Ⅵ．考　　察　
　酒造好適米の要件としては，米のタンパク質含有
率が低いこと，大粒で粒張りがよいこと，心白発現
率が高くかつその形状や大きさが適切であることが
挙げられる。心白は酒造工程の製麹の時に麹のハゼ
込み（米粒内部への菌糸進展）に影響するとされる
が，形状の偏りや大きすぎる心白は高度精米時の砕
米発生の原因となるとされる。特に最近は，大吟醸
酒など原料米の精米歩合の高い特定名称酒の人気が
高まっており，高度精白に耐える特性が重視される
傾向にある。「山田錦」は上記の条件を全て兼ね備
えた米として高い評価を受けており，高品質の特定
名称酒の原料として需要が高い。本品種の育成の目
的は，上述のように酒造適性は優れるが長稈で耐倒
伏性が弱く栽培特性に欠点のある「山田錦」に，短
稈で耐倒伏性が強く多収の酒米系統「西海 222 号」
の特性を導入することによって，栽培特性・酒造特
性ともに優れる酒米品種を育成することにあった。
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「吟のさと」は，心白発現率や心白の形状といった
玄米の外観品質で選抜を行うことによって「山田錦」
の酒造適性を導入した，暖地向きの短稈で耐倒伏性
の強い酒米品種であり，収量性も多収の掛け米用品
種の「レイホウ」と同等であり，当初の目標を達成
している。また，当初普及地帯として想定した福岡
県を中心とした暖地で普及が進んでいるだけではな
く，温暖地にも作付けが広がり，収量性，酒造適性
等が評価されていることから，広域適応性も持つ品
種であると思われる。ただし，「吟のさと」は，多
肥栽培では，標肥栽培と比較して，穂長および穂数
は同程度で，玄米千粒重が 0.5g 程度軽くなるため，
精玄米重はやや少収となり，さらに，玄米外観品質
も低下した。このため，「吟のさと」は耐倒伏性は強い
が多肥栽培には適さないと考えられる。
一方，「吟のさと」は，病害抵抗性については，
葉いもち病圃場抵抗性，穂いもち病圃場抵抗性，白
葉枯病抵抗性のいずれも“やや弱”で，縞葉枯病に
は罹病性であるため，病害抵抗性については改良の
余地がある。したがって，「吟のさと」の今後の改
良点としては，いもち病，白葉枯病，縞葉枯病，ト
ビイロウンカといった病虫害に対する抵抗性を付与
することが第一に挙げられる。また，醸造適性につ
いては，心白発現率が高く外観品質は優れるものの，
一部の酒造会社からは産年により吸水時に米粒の割
れを生じることがある点や精米特性や吸水性が「山
田錦」と若干異なるという指摘もあり，こうした点
は今後の改良点と考えられる。醸造適性の改良につ
いては，育成地では試験や評価ができない特性もあ
るため，工業技術センター等の試験研究機関や酒造
会社や酒造組合等の実需者との連携が必要である。
「吟のさと」の 2012 年の作付け面積は約 30ha と
推定される。2012 年現在，福岡県，熊本県で産地
品種銘柄に設定されている他，岡山県，栃木県，山
梨県等でも地元の酒造会社が契約栽培で「吟のさと」
を使用するなど，本品種を使用する酒造会社は焼酎
用を含めると 18 社に及んでおり，今後普及面積は
さらに拡大する見込みである。「吟のさと」は，栽
培しやすく低コストで生産可能な原料米として評価
される一方で，酒造適性が評価され吟醸酒，大吟醸
酒の原料として使用されることが多く，また製品酒
は全国新酒鑑評会や各地のコンクール等での入賞事
例も増えつつある。今後，「吟のさと」が普及する
ことによって，低コストで地産地消の吟醸酒，大吟
醸酒を造ることが可能となり，稲作および日本酒文
化の発展に貢献することが期待される。
Ⅶ． 摘　　要　
　「吟のさと」は九州農業試験場において，耐倒伏
性が強く安定多収で酒造適性の優れた酒米品種の育
成を目標に，酒造適性の優れる「山田錦」を母とし，
短稈で耐倒伏性が強く多収の酒米系統の「西海 222
号」を父として 1996 年に人工交配を行った組合せ
から系統育種法により育成された。2002 年 F6 より
生産力検定試験，特性検定試験，系統適応性試験に
供試し，さらに，2004 年 F8 より「西海酒 255 号」
の地方名を付し，関係県に配付して地域適応性を検
討するとともに，福岡県，熊本県の酒造会社の協力
のもと実需評価を行ってきた。その結果，栽培特性
と酒造特性がともに優れる点が評価され，2007 年
に「吟のさと」の名称で品種登録出願を行い，2009
年に水稲農林 433 号として農林認定品種に認定され
た。
    「吟のさと」の主要な特性は以下のとおりである。
１．「山田錦」に比べ，出穂期は同程度か1日程度遅く，
成熟期は同程度で，育成地では“晩生の早”熟期
である。
２．稈長は「山田錦」より 25cm 程度短い短稈で，
穂長はやや長く，穂数はやや少ない。草型は“偏
穂重型”である。
３．収量は「山田錦」よりやや多収である。
４．耐倒伏性は“強”で，倒伏は「山田錦」より明
らかに少なく，「レイホウ」並かやや少ない。
５．玄米の見かけの品質は心白発現率が高く，「山田
錦」と同程度かやや優れる。
６．酒造適性は，吸水性は「山田錦」並かやや低く，
消化性は「山田錦」並である。試作酒は，「山田錦」
と比較して，日本酒度およびアミノ酸度はやや高
く，酸度は同程度かやや高い。純アルコール数量
は「山田錦」よりやや多い。試作酒の官能評価の
結果は，「山田錦」並に優れる。
７．いもち病真性抵抗性遺伝子型は“＋”と推定さ
れ，葉いもち圃場抵抗性，穂いもち圃場抵抗性と
もに「山田錦」並の“やや弱”である。白葉枯病
抵抗性は「山田錦」並の“やや弱”である。縞葉
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枯病には“罹病性”である。
８．脱粒性は“中”である。穂発芽程度は「山田錦」
より小さく穂発芽性は“中”である。
   「吟のさと」は以上の特性から，暖地および温暖
地の平坦地および準平坦地に適すると考えられる。
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“Ginnosato”, a New Sake-Brewing Rice Variety
Ryota Kaji1）, Makoto Sakai, Katsunori Tamura, Yasuaki Tamura
Masahiro Okamoto, Ritsuko Mizobuchi2）, Hideyuki Hirabayashi3） 
Minoru Nishimura4） and Souichi Fukaura5）
Summary
　“Ginnosato” is a new sake-brewing rice variety that is suitable for western Japan and was 
developed at the National Agricultural Research Center for the Kyushu Okinawa Region. The 
variety was selected from the cross Yamadanishiki/Saikai 222. Parental variety Yamadanisiki 
is the most popular variety for sake-brewing due to its fine brewing quality. Parent Saikai 222 
is a sake-brewing line with high yielding ability and lodging resistance. A promising line was 
named “Saikai Sake 255” at the F8 generation in 2004. Afterwards, Saikai Sake 255 was renamed 
Ginnosato and was submitted for variety registration in 2007. Ginnosato was approved as “paddy 
rice variety Norin 433” by the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries in 2009.
　Ginnosato is a non-glutinous variety and matures late in warm regions. It's plant type is a 
partial panicle weight type. The culm is about 25cm shorter than that of Yamadanishiki, and its 
lodging resistance is obviously superior to that of Yamadanishiki. The shattering is moderate. It 
has slightly weak field resistances to leaf and panicle blast and to bacterial blight.
　Ginnosato has higher yielding ability than Yamadanishiki, and its 1000-grain weight is 
equivalent to that of Yamadanishiki. Ginnosato has a slightly higher percentage of white-
core grain than Yamadanishiki, and the grain appearance is equal to that of Yamadanishiki. 
The brewing properties of Ginnosato and palatability of the sake brewed from Ginnosato are 
equivalent to those of Yamadanishiki.
　Ginnosato is considered adaptable to the plains of warm and moderate regions of Japan.
　Key words：Rice, Variety, Sake-brewing, Late maturity, Lodging resistance.
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